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【はじめに】 

変形性関節症 (OA) は加齢に伴う変性関節疾患であり、多くの場合、関節の硬直や障害を引き

起こす。運動は最も重要な非薬物療法の 1 つであり、OA の必須の治療法として処方されている。

しかし、加齢に伴うOA症状の進行を防ぐために身体運動が有益であるかどうかは、一貫した結果

が得られていない。そこで本研究は、雄性老化促進マウス（SAMP8）の自然発症型変形性膝関節

症に対する低強度運動の効果を調査した。 

【対象と方法】 

 SAMP8 の膝関節の加齢に伴う影響を調べるため、経時的に膝関節軟骨の変化、滑膜炎、膝関

節の屈曲角度と伸展角度、腫脹、歩行能力、および大腿四頭筋の筋萎縮を 3、5、7、9 か月後に

分析した。次に低強度運動の効果を調べるため、SAMP8 は7 か月齢から 9 か月齢まで、10 m/

分、15 分/日で低負荷運動を実施し、運動と非運動マウスの膝関節の病理と症状を組織学的、免

疫組織化学的に分析した。 

【結果】 

 SAMP8マウスは、加齢により軟骨の破壊、骨細胞の形成、滑膜炎、関節角度の低下、腫脹など

のさまざまな組織学的変化が観察された。特に９か月齢で組織学的変化は、膝関節内側部および

後部の軟骨破壊や滑膜肥厚が重度であった。しかし膝関節外側および前部の軟骨破壊や滑膜肥厚

は軽度であった。また膝関節角度は、組織学的スコア（修正MankinスコアおよびOARSI、骨棘形

成および滑膜内層細胞層）と有意に相関していた。それに伴い歩数の減少を認めた。 

低負荷運動によって膝関節内側脛骨面と後方脛骨面の軟骨変性は軽減しなかったが、前方脛骨

面と外側脛骨面の関節軟骨と組織学的スコアは低強度運動によりそれぞれ残存し、有意に膝関節

を改善させた。さらに低強度運動は、残存した関節軟骨での加齢に伴うⅡ型コラーゲン陽性細胞

数の減少を抑制させ、マクロファージ誘導因子であるMCP-1や炎症性サイトカインであるTNF-

αの減少により膝関節可動域、歩容などのOA 症状を改善させた。 

【結論】 

 本研究は、SAMP8 マウスの自然発症型膝OA を発症し、関節角度の低下や歩数減少を認めた。

これはヒトの疾患症状と類似していることが明らかになった。また低強度運動により、SAMP8 

マウスの残存した軟骨変性、滑膜炎、膝屈曲角度、歩幅の減少、および筋萎縮が一時的に保護さ

れることで、低負荷運動が加齢による膝OAの進行を緩和し、関節可動域や歩容を改善に有益で

あることを示唆された。 
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